
平成19年度スケジュール（予定）

■履修ガイダンス

■入学式

■フレッシャーズセミナー

■前期授業開始

■オープンキャンパス

■プロジェクト研究発表会（前期）

■オープンキャンパス

4月

6月
7月
8月

平成19年

去る１０月２８日（土）・２９日（日）の両日、第６回鳥

取環境大学大学祭『環謝祭』が開催されました。開催日の

天気は心配されたものの、開催日両日とも晴天に恵まれ、

委員も十二分に力を発揮できた環謝祭となりました。しか

し、そこに至るまでの行程は、決して実行委員会だけの力

でどうにかなるものではありませんでした。学友会執行部

や各種運営委員会他、関係者の力をお借りし、そして学長・

理事長・教職員の皆様に様々な形で支援を頂きました。こ

の場をお借りし厚く御礼申し上げます。ありがとうござい

ました。

来年以降は今年学んだ教訓を生かし、さらなる発展を目指

して環謝祭を作っていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　 環謝祭実行委員会　委員長

神山 新（社会環境学領域１年）

【主なイベント】
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2006年度鳥取環境大学学位授与式のご案内

第6回環謝祭

地球環境問題について、高校生の意見を発表してもらうこ

とを目的に、全国高校生環境論文「環境問題－未来へのメ

ッセージ－」を募集した結果、全国から１,０８８作の応募

を頂きました。１０月８日（日）には、第３回全国高校生

環境論文ＴＵＥＳカップ論文発表会と北野大氏の特別講演

が行われ、約２５０名の方が来場、盛会裏に終了しました。  

第１部では受賞者の４名が受賞論文の発表を行いました。

地球環境大賞の山形県立山形東高校の冨樫敬太さんは、幼

少のころから興味を持ち、身近にいたヒメギフチョウが減

少したことから、復活・保護のために行った里山保全活動

について発表しました。また、鳥取県で初めて入賞（鳥取

市長賞）した西村さおりさんは、地球温暖化で海面が上昇

するといわれていますが、土地が低いツバルではすでに影

響が出て、将来的には移住しなければならない現実を発表

しました。その他受賞者も様々な面から環境問題について

興味深い発表を行いました。

第２部では北野大氏が「マー兄ちゃんのやさしい環境講座」

と題して特別講演を行いました。

「公害と言う言葉を今はあまり使わなくなった」ことを例

に挙げ、環境問題が産業の問題から家庭や地域の問題へと

変貌してきており、グローバルな問題である環境問題解決

のためには「便利になったライフスタンダード（生活レベル）

は変えにくいので、地球人として一人ひとりがライフスタ

イルを変えていかなければならない」との話がありました。

第3回全国高校生環境論文TUESカップ論文発表会と
北野大氏特別講演

2006年度学位授与式を下記のとおり執り行います。

学部生、大学院生が学生生活の様々な思い出を胸に、夢

に向かって新たな一歩を踏み出す日となります。今後の

さらなる成長を期待し、励ましの言葉をお送り下さい。

ご参列をお待ちしております。ご来場の際は公共交通機

関をご利用ください。

■日時：平成19年3月21日（水・祝）
　　　　 【開場】11：30～12：30
　　　　　【学生受付】9：30～　【保護者受付】11：

00～

■会場：鳥取県立県民文化会館 梨花ホール

◆学位授与式終了後、引き続き

�・�鳥取環境大学同窓会｢Re；TUES｣ 概要説明

�・�学科別記念撮影


